
1環境放射線関係



調査内容
　平成18年4月～6月の調査内容は次のとおりである、、

1　調査機関　　島根県、中国電力株式会社

2　調査項目及び測定法

調　査　項　口 測定機関 測　　　　定　　　　法 測　定　機　器

積　算　線　量 島根県
�蒼dガ

放射線熱ルミネセンス法
熱ルミネセンス線壁計

@　（TLD）

空
　
　
間
　
　
放
　
射
　
　
線

線　　　量　　率
Pモニタリングポス1・〕 島根県 エネルギー補償方式

Nal（Tl）シンチレーション
氓P上器

線　　　量　　率
iモニタリングカー

1 島根県 同　　上 同　　上

計　測　試　料 分　　析　　法

浮　　遊　　塵 島根県 捕集フィルター

海　　底　　上 風　　乾　　物

ガ
　
ン
　
マ
　
線
　
放
　
出
　
核
　
種

海　　　　水 共　　沈　　物
高分解能

ﾁ線スベクトロメータ

i高純度ゲルマニウム検出器）
「1養　　　　水 濃　　縮　　物

文部科学省編

uゲルマニウム
g卜導体検出器に

謔驛ﾁ線スペク

gロメトリー」
ﾉよる、牛　　　　乳

島根県
�蒼d力 生　　試　　料

環
　
　
境
　
　
試
　
　
料
　
　
中
　
　
の
　
　
放
　
　
射
　
　
能

植　　　　物
_　　産　　物

C　産　生　物

灰　　化　　物

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
9
0

海　　　　水

ﾍ　　　　物

_　　産　　物

C　産　生物

島根県

文部科学省編

u放射性ストロンチウム分析法」

ﾉよる。

低バックグラウンド

Kスフロー計数装置

ト
リ
チ
ウ
ム

海　　　　水

､　　　　水

島根県

�蒼d力

文部科学省編

uトリチウム分析法」による。

低バックグラウンド

t体シンチレーション

v数装置

1



3．調査結果の概要

　　　今期σ）調査結果について、各々の測定項目ごとに詳細な検討を行ったが、島根原子力発電所

　　の運転による影響は認められなかった。

（1）空間放射線

1〉積算線量

　　　すべての測定地点で平常の変動幅内の線量であった。

2）線量率
a）モニタリングポストによる測定

　　　4月にすべての測定局、5月に御津局、深田北局、片句局、佐陀本郷局、大声局、手結局及

　　ぴ
i
二講武局、6月に御津局、深田北局、片句局、大芦局及び

t
二講武局で平常σ）変動幅を外れる

　　線量率が測定された。いずれも降水による線量率の増加あるいは確率的変動による線量率の低

　　下であった、

b〉モニタリングカーによる測定

　　　古浦地点は平常の変動幅を外れる線量率であったが、他σ）地点σ）測定値等と比較・検討した

　　結果、確率的変動によるものと判断した。その他の測定地、儒ま平常の変動幅内の線量率であっ

　　た．

（2）環境試料中の放射能

1）ガンマ線スペクトロメトリー対象核種

　　　植物、農産物及び海水からセシウム137が検出されたが、一般の環境で認められる程度の値

　　であり、過去の大気圏内核実験等によるものと考えられる。

2）トリチウム

　　　陸水からトリチウムが検出されたが、 一般の環境で認められる程度の値であり、過去の大気

　　圏内核実験等によるもσ）と考えられる。

2



140

120

100

80

60

40

20

0

QQQ

456月
西浜佐陀

140

120

100

80

60

40

20

0

申

QQQ

O
O
O
O
O
O
O
O

4
2
0
8
6
4
2

1
　
1
　1

QQQ

456月
片　　句

456月
御　　津

140

120

100

80

60

40

20

0

QOQ

456月
古　　浦

140

120

100

80

60

40

20

0

「　一

〇QO

140

120

100

80

60

40

20

0

OQO

456月
北講武

140

120

100

80

60

40

20

0

QQO

4　56月
佐陀本郷

140

120

100

80

60

40

20

0

456月
深田北

QOQ

月
次

6
［
0

1
末
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モニタリングポスト各局の月間の平均値、最高値及び最低値（単位：nGy／h）

　
至　　　最高値
　　　平均値r』r擁の変動幅鵬房1鵬雀羅鶴響霜暑熱騨
　　　最低値
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　　　　　　環境試料
ガンマ線スベクトロメトリー対象核種

中の放射能

試　料　名
測　定

似ｿ数

測　　定　　結　　果
前年同期の
@137Cs 単　　位

54 ln 59Fe 58Co 60 bo 137 bs

浮遊塵
2 ND ND ND ND ND ND ∫」Bqlm3

海　　水 8 ND ND ND ND
1．8～2．8 1，5～2．4

池　　　水 3 ND ND ND ND ND XD mBq／1

陸　　水

水道原水
4 ND ND ND ND ND ND

植　　物 松　　　葉 1 ND ND ND ND
0．06

ND

大　　　根 1 ND ND ND ND ND ND

農産物 キャベツ
2 ND ND ND ND ND

0．06

茶 2 ND ND ND ND
ND～0．04

ND Bq，一kg

i生）

さ　ざ　え 1 ND ND ND ND ND ND

海　　産

ｶ　　物
わ　か　め

2 ND ND ND ND ND ND

海底七
3 ND ND ND ND ND ND

Bq 一kg

i風乾物）

牛　　乳　原　　　乳 2 ND　　　（1311　σ）みラ｝乖斤） ND（1311） mBq1］

／注）　NDは検出卜’限値未満を示す，

トリチウム

試　　料　　名 測定試料数 測　定　結　果
前年同期

ﾌ測定値
単　位

海　　　　　水
5 ND ND

池　　　　　水
2

ND～O．59 O．48～O．49 Bq！1

水　道　原　水
2

0．39～O．48 ND～O．52

（注）　M）は検出ド限値未満を示す 、
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4．調査項目別測定結果

（1）空間放射線

　　1）積算線量

単位【mGy！90口】

測　定　地　、・，ヒま

狽r」　　　　　　　）竺　　　　　　　　f直

4～6月 了～9月 10～12月 1～3月

軟「常の変動幅 年間線量
撃窒獅fyl怖5ゆ

測定者 備　考

夫 0．16 O．レ1～0．16 中国電ガ

佐　陀　本　郷 0．14 O．12～0．14 μ

深　　　　　旧 0．13 0．11～O．13 ”

片　　　　　句

0．17 、Il，l」根　県

0．17

O．15～0．17

中国電ガ

御　　　　　津

0．15 ，耳、㌧根　県

0．16

O．14～O．16

中国電ノコ

1
］ 　　　　過 0．14 0．12～0．U

1
「

占　　　　滑1

0．13 、Il，、根　県

0．14

O，12～O．14

中国電ガ

恵　　　　　曇 0．14 O．12～O，14 〃

P　　　　　結 0．12 0．10～O．12 μ

L　　溝　　武 0．14 0．13～0．15 、〔，㌧恨　県

南　　講　　武

0．12 〃

0．13

O．11～0．L3

中国電ガ

佐　陀　宮　内 0．15 0．14～0，16 島根　県

大　　　　　芦 0．14 O．13～0．15 μ

力口　　　　賀 0．11 0．11～O．12 ”

西　　生　　，馬 0．16 O．14～O．18 μ

西　　川　　津 0．14 0．13～0．17 』「

1
，

2
．

測定方法　　熱ルミネセンス線量計ITLD）で測定した

積算線最」）「平常の変動幅．は前年度までの5年間の最小値から最大値までの範囲である
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2）線量率
a）モニタリングポストによる測定

単位：【nGy／h】

測　　　定　　　　値
平常の変動幅 備　　　考測　定地点 区　　　分

4月 5月　　　　6月

平　均　値
49r 』II 一1』醗二

計
1
澱一一lr

西浜佐　陀 最　高　値
』r」◎6』二』li ヲ』i」上77 ＝r』ご 67 』　 43～87

最　低　値 r三44『
｝

145　
’r　均　値 ∵痴』．岬『1 一lr4σ一

∵r㌻39『一一h

御　　　　津 最　高　値
　 　4一　 　　』■　　

窃 も』』

駆
』
一
」 ◎1→
＝

36～71

最　低　値
『1　

『r35 1
35

平　均　値
∵一

S0一∵∵ －雪…39“一 『 39　

占　　　　浦 最　高　値
76 i66 63

35～68

最　低　値　 35 135 35

平　均　値一一2了一』…『1 ・瑠マ…
27

深　　田　　北 最　高　値
60 5マ 46

24～56

最　低　値 “∵23L』 23一 　23

一4工 41 41

片　　　　句

平　均　値

ﾅ　高　値 i．71．i■
64 62

38～68

最　低　値
36
一 36　

37

平　均　値 35　r ・35
34

北　　講　　武 69 57 50
30～64最　高　値

ﾅ　低　f直 一一 R1『
30 30

’F　均　f直 ㌦32i 31 31

佐陀本郷 最　高　値 71　 15？ 49
27～64

最　低　値
’「 Q7

．26
27

平　均　値 一＝“34
”
1

33 34

末　　　　次 最　　高　　f直　一『　r60 一一一一＝
T4一

49
28～57

最　低　値
、．』；量

．∩

i29 29

’F　均　値
　　一　　　　　■　　一

36　一 136 36

大　　　　芦 最　高　値 一山雪■瓢…・…・ 毛…63一痢 ㌧一一 T9
33～73

最　低　値　1 132 132・

平　均　値
『’一@“’7一“TI一首ゴ｝『’

鼈 P蜂 一
τ1ヂ貰『… 一一 轣w144

手　　　　結 最　高　値
、』

　 ＿r　 ■ 　ト　　
　　レ

、手離9、
、．

…＝＿．6a 40～73

最　低　値 ，潔、39　 i40

平　均　値
＝一ド　 』＝ r　一㌧イ響t∵32『『…『

1
『』 Rr一一

L　講　　武 最　高　値ぞ
1 一　

i』i．156』 猫 27～68

最　低　値一
r　 ■

1』干
・26 幸26．

〔注） 測定者　島根県
測定方法　　3”φ球形N　a　l〔T　l）シンチレ ション検出器（エネルギ 補償型）を使用し、

　　　　　50keV～3MeVのエネルギ 範囲で測定した．

測定値は、2分値である。

モニタリングポストのr平常の変動幅」は各測定地，㌦、疋の平成13年4月から平成15年3月までの全デ タから

求めた累積相対度数分布の（平均値±3x標準偏差）相当の範囲である
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